
UT Sustainability（TSCP学生委員会）では、東京大学のキャンパスをよりサステイナブル

にするための取り組みをしています（学生委員会の詳細は６ページ）。その一環として、東京

大学の学生におけるサステイナビリティへの意識向上の取り組みを行っています。私たち学生

の意識が、サステイナブルなキャンパス実現の推進力になると考えているからです。

近年、持続可能な社会を築くことの重要性が様々な分野で議論されています。2015年に国連

が策定したSDGs（持続可能な開発目標）は私たちの向かうべき方向性を示したもので、世界

中でサステイナブルな社会の実現に向けて様々な課題が取り組まれようとしています。

このハンドブックで紹介できるSDGsや関連する取り組みは一部に留まりますが、先生方へ

のインタビューや学内での具体的な取り組みを通して、サステイナビリティの奥深さや面白

さ、そして私たちがどうあるべきかを考えるきっかけになれば幸いです。

はじめに
～ＵＴ Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｉｔｙ（ＴＳＣＰ学生委員会）から～
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１．ＳＤＧｓを知ろう

SDGs（エスディージーズ）とは、Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）

の略称です。地球環境や経済活動、人々の暮らしを持続可能なものとするために、2030年までに世

界が取り組む行動計画として決められました。2015年9月に国連で世界193か国が賛同して採択さ

れたもので、途上国だけでなく国際社会全体の目標として策定されました。

SDGsは17個の目標（下図）とその下にある169のターゲットから構成されています。貧困の撲

滅や環境保全など、取り上げられている社会問題は多岐に渡ります。

SDGsにおいて重要なことの1つは、これらの問題が決して独立の問題ではなく、それぞれが関

わり合っていることです。例えば、（1）貧困をなくすことは、（10）不平等の解消につながるこ

とが、（7）エネルギーをクリーンにすることは、（13）気候変動の対策とすることができます。ま

た、これら17の目標の中には、私たちの身近な生活に直接関係するものもあると思います。このよ

うに、SDGsの課題同士の関係、自分の身近な生活・行動とSDGsの課題の関係を考えることで、

SDGsの理解を深めることができます。

１．ＳＤＧｓとは何か

２．ＳＤＧｓの広がり

SDGsは近年、急速にその概念が広がっています。国だけではなく経済界、民間企業もSDGsを

重要視しています。2017年11月には日本経済団体連合（経団連）が企業行動憲章を改訂し、「民間

企業はSDGsの達成に向けた企業運営をすべき」と主張しました。今や多くの企業がSDGsを念頭

においた事業運営を始めています。このように民間セクターが達成に協力している点がSDGsの特

徴であり、もはや国だけが推進しているものではありません。今後社会に出て活躍していこうとす

る学生にとって、SDGsを自分の考えに取り込むことは大きな強みとなります。
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３．サステイナビリティ・持続可能な開発の概念とは
SDGsを理解する上で不可欠なサステイナビリティや持続可能な開発の概念は、私たちの視野に奥行きを

与えてくれます。SDGsについて研究されている教育学研究科の北村友人先生に詳しくお話を伺いました。

学生A
(前期教養)

学生B
(法学部)

学生C
(工学部)

学生C
(工学部)

北村先生

北村先生

北村先生

教育学研究科

北村友人准教授

(比較教育学)

私はサステイナビリティと聞くと「未来世代のため現在世代は我慢すべき」とい

うイメージがありますが、サステイナビリティの概念はどういうものなのですか？

必ずしも現在世代が未来世代のために我慢しなければならないということではあ

りません。基本的に、現在世代が「豊か」な生活を営みつつ、将来世代も「豊か」

になれるような、資源（天然資源だけでなくヒト、モノ、カネなど様々な資源）の

管理を上手に行うことが必要です。ただ、そのためには「豊かさ」の定義を見直す

必要があるでしょう。最近耳にする、スロー・ライフ、スロー・フード、フェ

アー・トレードなどの概念は、新しい「豊かさ」に繋がるものだと思います。一方

で、親が子どもに自分の食べる分を与えることで幸せを感じるように、血縁関係の

ない将来世代に対して現在世代が「我慢」することの重要性を強調するといった、

Future Designという新しい考え方も提唱されています。

東大生のみなさんは、勉強や研究をするうえでとても優れた環境にあると思います。そ

うした環境のなかで学ぶことや研究していくことを、より公正で「豊か」な社会の実現へ

結びつけていく可能性が大いにあるのですから、ぜひ積極的にサステイナブルな社会の実

現に挑戦していっていただきたいです。私だけでなく東大の教職員はみんな、そのための

サポートを出来る限りしたいと思っているはずです。皆さんの挑戦する姿勢に、大いに期

待しています！

すべての人の豊かさを求めるというのはあるべき考え方ですが、これまではあまりなさ

れていなかったと感じます。まずは身近なところから、東大生みんなで東京大学をサステ

イナブルなキャンパスにしていきたいです。

持続可能な開発の概念は、世代内と世代間の公正について問題提起をしています。つま

り、現在世代のなかでも富裕層と貧困層、先進国と途上国など、公正に資源が分けられて

いない状況があります。また、将来世代のことを考えると、天然資源の枯渇や環境の劣化

が大きな問題となります。こうした世代の中そして世代を越えてすべての人が「豊か」に

なることを目指して、SDGsという国際目標が設定されたのです。したがって、どのよう

な立場に置かれている人も、「豊か」で人間らしい生活を送ることができるようになるた

めの道を歩けることが何よりも大切であり、そうした道にすべての人を包摂（inclusion）

することが欠かせないのです。

私は、SDGsのキーワードとして「誰一人取り残さない（No one will be left behind）」

というフレーズをよく耳にします。これはどういう意味なのでしょうか？

先生の仰る通り、SDGsの背景にある「公正さ」という概念を考えると、それを理解し

議論することは法律を学ぶ僕らがチャレンジすべき内容ですね!!

サステイナビリティは、すべての学問分野に関わってくる考え方です。たとえば、「豊

かさ」の定義を見直すにあたっては、「公正さ（equity）」という概念が大切になります。

これは、すべての人に同じだけ資源を配分するという「公平性（equality）」の考え方に

対して、それぞれの人の必要性に応じて資源を分かち合うという考え方になります。こう

した考え方に基づき、例えば工学部や農学部で扱っている資源の有効利用といった問題を

捉え直そうとすると、倫理や社会正義の問題を考える公共哲学を扱っている文学部、公正

に分配するための法制度や行政制度を考える法学部、分配のプロセスを効率的に行うこと

を検討する経済学部など、さまざまな学部での勉強や研究を関連させながら考えることが

必要になってくるのですよ。

私は、サステイナビリティというのは農学や工学の話題だなあと感じます。私の専攻に

はあまり関係がないという印象があります。
学生B
(法学部)

学生A
(前期教養学部)
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２．キャンパスでＳＤＧｓ
私たちが身近にできるSDGs達成への取り組みにはどのようなものがあるのでしょうか？ここで

は、学内で取り組める3つの「キャンパスでSDGs」行動を取り上げます。ぜひ実践してみて下さい。

目標7「エネルギーをみんなに、そしてクリーンに」 目標13「気候変動に具体的な対策を」

⇒東大生×ＳＤＧｓ「学内のエネルギー消費を考えよう」

①実験系のエネルギーと「ＳＨＵＴ ｔｈｅ ＳＡＳＨ」

キャンパスにおけるエネルギー消費特性は、実験系と非実験系に分けられます。

化学実験などは多くのエネルギーを必要としますが、実験の質を保つことが大学と

しては非常に重要です。そこでUT Sustainabilityでは実験の質を保ちながらエネル

ギー消費の無駄を減らすため、SHUT the SASHの啓発をしています。SHUT the SASHとは、実験時

以外はドラフトチャンバーのサッシュを閉めることでエネルギー消費の無駄を削減しようという取り

組みです。化学実験でよく使用するドラフトチャンバーは、有害な気体を室外に排気する役割を持つ

実験装置ですが、不必要にサッシュを開けておくと排気動力や空調用エネルギーの無駄を引き起こし

ます。計測データから具体的に算出した無駄を提示することで利用者の意識向上を目指しています。

ドラフトチャンバー

①

②駒場祭時のエネルギー消費とその削減

UT Sustainabilityでは、第67回駒場祭の実行期間中にお

ける電力消費量を調査しました。結果として右図のように

駒場祭時は常に平常時よりも約100kW以上多くの電力が

消費されていることが分かりました。この中の無駄を見

極めることが重要ですが、現在は空調機器の調節による節

電の促進や、空調効率向上のための天井サーキュレーター

設置の要望、発電効率の悪い屋外発電機の使用縮小のため

の屋外配電盤設置の要望などの対策を検討しています。

〈キャンパスのエネルギー消費を考えてみよう〉

普段あまり意識することはないですが、東京大学のキャンパスでは日々膨大

なエネルギーが消費されていて、エネルギー起源の二酸化炭素排出量が非常に

大きいです。まずは、キャンパスのエネルギー消費について考えてみましょう。

大学キャンパスにおける省エネルギー

2016年11月にパリ協定が発効しました。パリ協定は「低炭素から脱炭素への思想

転換」と「途上国も含めた多くの国々の参加」といった点で大変意義深いものです。

先進国では業務ビルや住宅の民生用エネルギー消費が大きく、日本でもその温室効

果ガス削減目標26％のうち約4割を民生部門で削減することになっています。その

削減にはサプライ側の低炭素化が必要ですが、同時にデマンド側の省エネルギー

＜ハビタット・イノベーション＞が欠かせません。大学キャンパスは、研究、講義、

事務、実験、食堂、宿泊、病院など様々な用途の新旧建物が混在しています。多く

の人々が各々の立場で活動しており、まさに社会の縮図といえます。それゆえ大学

キャンパスは最も省エネルギーが難しいと言われています。さらに省エネルギーが

人々に我慢を強いるのは本末転倒です。QoL（健康性、快適性、生産性など）を向

上させながら省エネルギーを実現するところに大きな意味があります。本活動が東

京大学からの世界モデルの発信につながることを大いに期待します。

工学系研究科

赤司泰義教授

(建築学)
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「身近な自然を楽しむ」ことが陸の豊かさを守る第一歩です。まずはキャンパス内の

身近な自然や野生生物に対して興味を向けてみてください。本郷・駒場キャンパスは自然が多く、都市

において貴重な野生生物の生息地になっています。特に三四郎池・駒場池（一二郎池）付近は多様な樹

木、四季折々の草花が見られ、昆虫や鳥類も多く生息しています。一方、アメリカザリガニやブルーギ

ル、トウネズミモチなどの外来生物が多いという問題もあります。

〈東京大学キャンパス内で見られる自然〉

ジョウビタキ コゲラ

育徳園（三四郎池）の自然環境

身近な自然環境を利用することによる心身の健康改善効果は広く知られていま

すが、最近では、綺麗に植栽された公園だけでなく、ワイルドな自然環境が持つ

そうした効果に注目が集まっています。本郷キャンパスの育徳園（三四郎池）は、

そうした自然環境の好例です。そこで最近、利用上の安全性と野生生物生息のバ

ランスに配慮した手入れが始まりました。ただし、自然環境は一つの緑地で完結

するものではなく、広くつながっているものです。利用しつつ保全するだけでな

く、学生が育徳園をレンズに都市や自然環境を考えることや、そのように視野が

広がる取り組みが期待されます。

カワセミ
(三四郎池)

目標15「陸の豊かさも守ろう」

⇒東大生×ＳＤＧｓ「学内の自然環境を楽しもう」②

アメリカザリガニ
(外来種)

ブルーギル
(外来種)

農学生命科学研究科

土屋一彬助教

（都市生態学）

目標12「つくる責任、つかう責任」

⇒東大生×ＳＤＧｓ「環境に優しい商品を買おう」
私たちは毎日、食事を含めたくさんのものを消費しています。その消費が地球環境に影

響を与えています。例えば、紙での印刷を最小限にする、両面印刷や分割印刷を利用するなどの方法で

無駄な消費を減らせます。さらに、環境に優しい商品を消費することで環境負荷を削減できます。

〈環境にやさしい消費のしかた〉
環境に優しい商品を購入するときに役立つツールに「認証制度」があります。認証マークがついた

商品は、厳格な基準をクリアした環境負荷が少ない認証品です。また、基準には社会的な要素も含ま

れており、環境だけでなく労働者の人権なども配慮されています。様々な認証制度を知って、その

マークの付いた認証品を購入することで環境に配慮することができます。

FSC®森林認証

持続可能な管理がされた森林から生

産された木材による製品を認証する

制度。認証商品には左のマークがつ

いています。

レインフォレスト・アライアンス認証

持続可能な管理がされた農園を認証

する制度。認証農園から生産された

商品には左の緑のカエルのマークが

ついています。

③

FSC認証とは

上記のFSC森林認証制度は「環境に優しく、社会に受け入れられ、経済的に持

続可能な」森林管理を国際基準で認証する仕組みです。森林管理は人為的な制御

が難しく、また極めて長期間にわたるため、リスクや不確実性をいかに回避また

は軽減するかという視点から審査基準が作られています。林業経営体は、認証取

得を通じて経営の体質強化が図られます。消費者はロゴマークの付いた紙や木製

品を選択的に購入することで、そうした生産者を支援することに繋がります。

農学生命科学研究科

白石則彦教授

(森林経理学）
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ルーギルの写真は、駒
場池の生き物調査も行
う、東大の環境サーク
ル「環境三四郎」提供。



UT Sustainabilityは昨年12月に、東大生120人にSDGs意識調

査アンケートを実施しました。

まずSDGsの認知度調査を行ったところ、約60％の学生がSDGs

を聞いたことがあり、約50%の学生がよく知っていることが分か

りました。これは日本全体での認知度は約25%というデータ※と比較

すると極めて高い数字でした。しかし、学部別の結果をみると偏り

がありました。授業でSDGsを扱う農学部や工学部では高いという

傾向が見られ、授業以外の方法でより全学的にSDGsの認知促進を

行っていく必要が確認されました。

東大生のＳＤＧｓ意識調査の結果

また、SDGsの各目標に対する学生の興味関心・重要度認識

を調査しました。そのデータに基づき二軸で表すことで、17

の目標を学生がどう捉えているか、４タイプに分類できま

した。今後のSDGs行動促進活動を通して、各目標が全てタイ

プ(a)になることを目指したいと考えています。

そのほかにも、SDGsの各目標に対する学生の意識をアン

ケート調査し、解析しました。詳細は以下のUT Sustainability

のホームページよりご覧ください。

SDGsの認知度について

重要度と興味関心の二軸による分析
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聞いたことがあり、よく知っている
聞いたことはあるが、意味は知らない
聞いたことがないし、意味も知らない

※損保ジャパン日本興亜による一般の方を対象にした2018年2月の調査より

UT Sustainabilityは学生の視点からサステイナブル・キャンパスの実現を考える大学公式

の団体です。TSCPの一環で設立され、学部生・大学院生10名程で活動しています。2015年発足

の新しい団体ですが、これまで実験設備の使用法改善やエネルギー消費についてTSCPがもつデー

タを活用しながら、学生の関心度の向上を目指す取り組みを行ってきました。現在、対象範囲はエ

ネルギー分野に限らず、SDGsをテーマとした活動も進めています。私たちと一緒にサステイナビ

リティについて考え、行動を起こしませんか？

ＵＴ Ｓｕｓｔａｉｎａｂｉｌｉｔｙ(ＴＳＣＰ学生委員会)とは

いつでも、新メンバー募集していますので、興味のある方は是非ご連絡下さい。

東京大学が主なキャンパスで１年に排出する二酸化

炭素の量（13万6000トン）は、3万8000人が日本で１

年暮らした時の二酸化炭素排出量に匹敵します。

TSCP（UTokyo Sustainable Campus Project）はこ

れまで、「エネルギー消費の削減と研究・教育活動の

推進を両立する」ことを使命として、熱源機器の改修

など、エネルギー使用の効率改善に資する多くの施策

を実現してきました。

E-mail：ut.sustainability.tscp@gmail.com こちら⇒
Facebook：アカウント名「TSCP学生委員会」
ホームページ：https://utsustainability.wixsite.com/utsustainability


